
平成２０年度 渇水状況報告

平成20年11月7日
四国地方整備局 河川部

資料－２

平成20年11月4日撮影



H20.7.25 第１次取水制限開始（貯水率62.3%)

H20.8.3 第２次取水制限開始（貯水率45.6%)H20.8.12 第３次取水制限開始（貯水率30.8%)

H20.8.21 第４次取水制限開始（貯水率16.0%) H20.8.31 緊急放流開始（貯水率0%)

H20.7.1 貯水率100%

平成20年四国の渇水状況（早明浦ダム貯水状況の変遷）
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【７月～９月の３ヶ月間の月雨量】

平成20年四国の渇水状況（降雨状況）
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：取水制限中のダム

：自主節水中のダム

：枯渇または底水活用中のダム ：月降水量（平年値）

：月降水量（実績）

注）図中の青数字％は、平成20年月降水量の平年比を示す。
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早明浦ダム節水運用状況図
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※確保貯水量：今後の需要に対し、この時期に必要な容量のことです。
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7/25 9:00
１次取水制限開始

8/3 9:00
２次取水制限開始

8/12 9:00
３次取水制限開始

8/21 9:00
４次取水制限開始

8/31 10:00
緊急放流開始

9/19 15:00
取水制限一時解除

9/24 9:00
４次取水制限開始

9/30 16:00
取水制限一時解除

10/3 13:00
４次取水制限開始

10/5 13:00
取水制限一時解除

10/21 8:00
冬２次取水制限開始

10/24 8:00
取水制限一時解除

10/28 13:00
冬１次取水制限開始

平成20年四国の渇水状況（貯水池状況）
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利水確保容量

平成６年

平成17年

平成20年
173,000 173,00

158,000

147,000147,000

利水確保容量とは今後の需要に対し、この時期に必要な容量をいう。

確保率15％

確保率30％

確保率45％

確保率60％

平成20年四国の渇水状況（早明浦貯水状況比較）

貯水率０％の期間は、Ｈ６：２日、Ｈ１７：７日、Ｈ２０：２０日で最も厳しい渇水である。

４９．０％ （11/4時点）

【平成20年11月4日時点】

４

貯水率は回復傾向にあるが、
11/4時点の貯水率としては、早
明浦ダム管理開始以降2番目に
低い貯水率であり、本格的な冬
渇水が懸念される。



今年の渇水は、早明浦ダム管理開始以降3回目の利水容量が枯渇する状況と
なった。枯渇の期間も、H6は2日間、H17は7日間、今年は20日間と最も長期
化した厳しい状況であった。
一方、市民生活への被害（影響）は、H6は、5市18町で時間給水等の制限を

受け、高松市では5時間給水が32日間に及ぶ非常に大きいものであった。また、
H17は、5市13町で減圧給水の制限を実施、香川町で夜間断水を実施するなど
大きいものであった。しかし、今年は減圧給水は実施しているものの、大きな被
害報告は聞こえてこない。これは、4つの幸運がたまたま重なった事によるもの
と言われている。

１．ダム枯渇後、早明浦ダム上流域の降雨は少なかったが、早
明浦ダム下流域及び香川県は平年並みの降雨があった。

２．発電専用用水が２６，０００千m3（確保率：１００％）残っていた。
３．農業における本格的な水の需要期を過ぎていた。

４．市町合併により広域的な水行政が効果的に機能した。

平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運】
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平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運】
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１．ダム枯渇後、早明浦ダム上流域の降雨は少なかったが、早明浦ダ
ム下流域及び香川県は平年並みの降雨があった。

9月の降雨状況は、早明浦ダムでは平年の1/2以下なのに対し、三好
市池田（吉野川中流域）、高松市（香川県）では平年並みの降雨があっ
た。

そのため、下記グラフを見て分かるように、ダム枯渇を境に香川県下
ダム、ため池の貯水率は上昇している。

香川県内自己水源状況

50

60

70

80

90

100
4
/
1

4
/
1
5

4
/
2
9

5
/
1
3

5
/
2
7

6
/
1
0

6
/
2
4

7
/
8

7
/
2
2

8
/
5

8
/
1
9

9
/
2

9
/
1
6

9
/
3
0

1
0
/
1
4

1
0
/
2
8

（％）

県下15ダム（H20）

県下15ダム（平年）

主要ため池（H20）

主要ため池（平年） ダム枯渇

【７、８、９月の降雨状況】



平成２０年流量
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平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運】
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１．ダム枯渇後、早明浦ダム上流域の降雨は少なかったが、早明浦ダ
ム下流域及び香川県は平年並みの降雨があった。

9月の降雨状況は、早明浦ダムでは平年の1/2以下なのに対し、三好市池田（吉野川中流域）、高松
市（香川県）では平年並みの降雨があった。

そのため、下記グラフを見て分かるように、ダム枯渇を境に「瀬詰」「西条大橋」地点の流量は上昇
している。

流量（m3/s）
【H20吉野川下流域の流量状況】

取水制限開始

ダム枯渇 発電専用容量よ
り補給した期間



平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運】

８

２．発電専用用水が、２６，０００千m3（確保率１００％）残っていた。
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（千m3） 過去の発電専用容量の推移（各年８月３１日）

過去３２年の平均　18,167千

利水確保率が１００％でない年の平均　　13,224千m3

利水確保率が100％でない年で、発電専用用水が100％
残っていたのは、ダム管理以降初めてである。

　利水貯水率100％あり

　利水貯水率100％なし



平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運】
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早明浦ダム発電専用容量からの上水補給比較図
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容量42%

１５日:発電専用
容量19%

３９日:発電専用
容量50%

３６日:発電専用
容量46%

早明浦ダム発電専用容量からの上水道補給比較図
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早明浦ダム発電専用容量からの上水補給比較図
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早明浦ダム発電専用容量からの上水道補給比較図
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２．発電専用用水が、２６，０００千m3（確保率１００％）残っていた。

今回補給した日数



平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運】

３．農業における本格的な水の需要期を過ぎていた。

グラフは、一般的な稲作における水需要のパターンを示している。

需要が大きいのは、代掻き期と穂ばらみ期であり、早明浦ダムの利水容量が０％の期間は、穂ばら
み期の末期から成熟期に掛けて必要量が大きく減少する時期であった。また、近年の稲作は早期米
へのシフトもあり、早期米の場合は1ヶ月ほど早く作付けされるため、早明浦ダムの利水容量が０％に
なった時期は、ほぼ水の需要が終わった頃であったため、水融通などの調整がスムーズに行われた。

取水制限開始

5月 6月 7月 8月 9月 10月

代掻き、活着期
（田植え）

穂ばらみ期
（出穂・開花）

成熟期
（稲刈り）

利水容量０%期間

１０

大

（水
需
要
量
）

小



平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運】

１１

●香川用水に100％依存している町と合併した高松市
が、節水に努めたり旧市内への香川用水分を減じ、自
己水源割合を高めるという調整に因って、新市域全域
の水需要に対応できた。

●三豊市においても広域的な水行政により、旧仁尾町
への水融通ができた。

４．市町合併により広域的な水行政が効果的に機能した。

香川用水への依存率（H15→H18）

【Ｈ２０年９月２７日時点の給水制限状況】

平成15年度 平成18年度

高松市 51.0% 57.0%
　庵治町 100.0%
　牟礼町 100.0%
　香川町 100.0%
　香南町 100.0%
　国分寺町 59.0%
　塩江町 21.0%
丸亀市 28.0% 30.0%
　飯山町 46.0%
　綾歌町 17.0%
坂出市 56.0% 54.0%
善通寺市 23.0% 31.0%
観音寺市 53.0% 59.0%
　大野原町 67.0%
　豊浜町 53.0%
さぬき市 31.0% 35.0%
東かがわ市 0.0% 0.0%
三豊市（高瀬町） 47.0% 68.0%
　三野町 85.0%
　詫間町 84.0%
　仁尾町 100.0%
　豊中町 0.0%
　山本町 0.0%
　財田町 0.0%
三木町 91.0% 96.0%
宇多津町 100.0% 100.0%
綾川町（綾南町） 9.0% 12.0%
　綾上町 0.0%
琴平町 23.0% 24.0%
多度津町 41.0% 43.0%

（香川の水道H18年度版より）

：給水制限→７市３町

：夜間断水

：給水制限なし→１市６町

：給水所→１市１町（延べ１７箇所）

E/B E/D

香川 17 995,994 10 869,582 704,974 70.8 81.1

平成20年9月12日現在：厚生労働省健康局水道課より

影響市町村
給水人口(人)

(D)

影響人口
(人)
(E)

影響人口の割合
（％）

県名
市町村数
（A)

給水人口
(人)
(B)

影響市町村数
（C)

：水道水の香川用水依存度50％以上の市町



平成20年四国の渇水状況 【４つの幸運＋α】

１２

●渇水濁水とは、貯水位が EL３１０ｍ以下の時に発生した濁水（ダム放流地点において
濁度10度以上が7日以上継続した出水）のこと。

α．渇水濁水が発生しなかった。

早明浦ダムの貯水位と流入量
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早明浦ダム貯水位

早明浦ダム全流入量

取水制限期間
ダム枯渇後、
発電専用用
水より補給し
た期間

EL.310.0m

早明浦からの補給が必
要なかった期間

この時期に洪水がなかった
ため、濁水の流入が少な
かった。

発電からの緊
急放流中止後、
10/30まで早明
浦ダムからの
補給を行って
いないため、小
規模な出水で
流入した濁水
を全て貯留し、
懸濁物質を自
然に沈降させ
る事が出来た。




